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火曜定休日

貴装の店貴装の店貴装の店

営業時間／午前9：30～午後8：00営業時間／午前9：30～午後8：00
東小学校

当店駐車場
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安心
30点
フルセット

H2312 10,500円より
★袴用小振袖＋袴

卒業式
当日着付無料

（AM9：30以降）
卒業袴レンタル

3,150円より
★袴……

着る時の必要なものを全て揃えてあなたの寸法で手縫い仕立着る時の必要なものを全て揃えてあなたの寸法で手縫い仕立

126,000円より

レンタルセット&オーダーレンタルにはレンタルセット&オーダーレンタルには

ご購入派

レンタル派

正絹振袖・正絹長襦袢・正絹袋帯・
草履バッグ・和装小物30点セット

正絹振袖・正絹長襦袢・正絹袋帯・帯締め・
帯揚げ・草履バッグ・重ね衿・和装小物

帯だけの方 小物だけの方
ご自由に選択下さい

前撮り記念写真ご優待 ＋ヘアメイク代

お写真2ポーズ＋
着付け代

着付無料サービス

12月1日から1月20日まで

※10万円以上レンタルの
　方に限り

振袖貸し出し期間

成人式当日はもちろん
何回でも無料着付無料サービス
いつでもご予約戴ければ
お伺いします（有料）出張着付サービス
振袖フルセット31.5万円
以上のお買上げの方に！

前撮り記念写真無料プレゼント
＋ヘアメイク代 お写真2ポーズ＋着付け代

10回払いまで
年末までの2回払いまでローン金利手数料無料

卒業式の袴
100枚用意してあります袴レンタル無料サービス

セット31,500円よ
り

2
8
0
、0
0
0
円

（
税
込
2
9
4
、0
0
0
円
）

安心
30点
フルセット

H2311

予約
受付中

レンタルで
も

正絹手縫な
のは

当店のみ

つ

昇
格
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨

年
惜
し
く
も
昇
格
を
逃
し
て
、
今

年
か
来
年
に
は
必
ず
昇
格
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
順
調

に
昇
格
で
き
て
ほ
っ
と
し
て
い
ま

す
。
十
二
月
三
日
に
Ｐ
Ｋ
戦
の
末
、

六
対
七
で
敗
れ
て
三
位
以
内
が
決

定
。
翌
四
日
も
Ｐ
Ｋ
戦
と
な
り
七

対
六
で
勝
利
し
て
、
二
位
が
確
定

し
、
昇
格
が
決
定
し
ま
し
た
。
ほ

ぼ
互
角
の
戦
い
の
中
で
の
僅
差
の

勝
利
で
し
た
。

今
年
の
チ
ー
ム
力
分
析
は
。

　

実
は
、
昨
年
の
敗
退
の
後
、
メ

江
戸
末
期
に
喜
春
座
誕
生

江
戸
末
期
か
ら
続
い
て
い
た

芝
居
小
屋
『
喜
春
座
』
は
、
当

初
、
妙
法
寺
の
近
く
に
あ
り
ま

し
た
。
明
治
七
、八
年
頃
井
上

栄
次
郎
の
経
営
と
な
り
、
現
在

の
上
伝
馬
交
番
裏
の
駐
車
場
の

そ
こ
知
り

志
太

場
所
へ
移
築
。
明
治
十
五
年
の

大
火
で
焼
失
し
、
再
建
さ
れ
た

も
の
の
同
二
十
六
年
再
び
焼
失
。

同
三
十
年
改
築
さ
れ
「
藤
枝
座
」

と
な
り
ま
し
た
が
、
同
三
十
七

年
の
木
町
の
大
火
で
三
度
焼
失

の
憂
き
目
に
あ
い
ま
し
た
。

藤
枝
座
か
ら
戦
捷
座
へ

栄
次
郎
は
、
港
屋
・
渡
邊
喜

次
郎
や
遠
州
屋
・
梅
島
与
四
郎
、

大
新
・
大
塚
新
三
郎
な
ど
の
協

力
を
得
て
経
営
に
あ
た
っ
て
い

ま
し
た
が
、
度
重
な
る
消
失
と

再
建
で
財
力
を
消
耗
。
明
治

三
十
九
年
、
当
時
町
の
有
力
者
、

県
議
の
岡
崎
平
四
郎
や
奈
良
屋

の
笹
野
甚
四
郎
ら
に
よ
っ
て
再

建
さ
れ
、
日
露
戦
争
の
勝
利
に

ち
な
み
、「
戦
捷
座
」（
せ
ん
し
ょ

う
ざ
）
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
け
ら
落
し
に
は
、
東
京
歌
舞

伎
の
市
川
幸
四
郎
、
阪
東
秀
調

な
ど
を
招
き
ま
し
た
。

明
治
末
年
か
ら
、
大
正
半
ば

は
、
東
西
の
歌
舞
伎
俳
優
が
招

か
れ
、
静
岡
か
ら
浜
松
ま
で
の

街
道
筋
で
唯
一
の
芝
居
小
屋
と

し
て
、
芸
処
藤
枝
の
名
を
大
い

に
高
ら
し
め
ま
し
た
。

吾
妻
座
か
ら
旭
光
座
へ

大
正
八
年
、「
吾
妻
座
」（
あ

ず
ま
ざ
）
と
改
称
。
活
動
写
真

芸
処
藤
枝
の
原
点
・
旭き

ょ

　

光こ

う

座ざ

芝
居
小
屋
か
ら
映
画
館
へ

珍
し
い
花
道
の
あ
る
映
画
館

で
し
た
。
そ
の
こ
け
ら
落
と
し

は
、
東
京
歌
舞
伎
の
市
川
幸
四

郎
、
中
村
雁
次
郎
を
招
い
て
の

「
勧
進
帳
」
を
二
日
上
映
。
町
の

有
力
者
を
無
料
招
待
し
た
も
の

の
、
大
き
な
借
金
を
背
負
い
こ

み
、
最
後
は
町
長
が
問
題
解
決

に
乗
り
出
す
と
い
う
有
様
で
し

た
。
し
か
し
、
関
東
大
震
災
で

活
動
の
場
を
失
っ
た
歌
舞
伎
役

者
や
演
劇
人
が
殺
到
し
、
旭
光

座
は
、
活
況
を
呈
し
ま
し
た
が
、

昭
和
に
入
る
と
恐
慌
な
ど
不
景

気
が
続
き
、
経
営
不
振
と
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。

劇
場
か
ら
映
画
館
へ

昭
和
十
三
年
、
藤
枝
に
新

聞
店
を
開
業
し
た
江
﨑
浮
山
は
、

度
々
旭
光
座
を
借
り
て
興
行
を

し
て
い
ま
し
た
が
、
翌
年
経
営

を
引
き
継
ぎ
、
名
古
屋
時
代
か

ら
培
っ
た
俳
優
と
の
人
脈
を
活

用
し
、
歌
舞
伎
、
舞
台
、
歌
謡

シ
ョ
ー
、
演
劇
、
講
談
、
浪
曲
、

寄
席
、
連
鎖
劇
、
活
動
写
真
な

ど
の
様
々
な
興
行
を
展
開
。

昭
和
二
十
一
年
か
ら
は
、
長
男

の
江
﨑
友
次
郎
が
映
画
興
行
を

開
始
。
升
席
は
椅
子
席
に
変
わ

り
ま
し
た
が
、
二
つ
あ
る
花
道
は

そ
の
ま
ま
残
さ
れ
、
舞
台
な
ど

の
興
行
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
昭

和
三
十
二
年
「
藤
枝
東
映
旭
光

座
」
と
な
り
、
昭
和
四
十
二
年

八
月
三
十
一
日
閉
館
。
そ
の
後
カ

ワ
ム
ラ
洋
品
店
と
な
り
、
閉
店

後
取
り
壊
さ
れ
ま
し
た
。

ン
バ
ー
も
入
れ
替
わ
り
、
審
判
へ

の
抗
議
・
文
句
禁
止
な
ど「
紳
士

た
れ
」
と
い
う
意
識
改
革
も
含
め

た
チ
ー
ム
改
革
元
年
だ
っ
た
ん
で

す
。
来
年
に
は
、
確
実
に
上
が

れ
る
チ
ー
ム
に
で
き
る
と
思
っ

て
い
た
の
で
、
改
革
の
途
中
で

成
果
が
出
せ
て
と
て
も
ラ
ッ
キ

ー
で
し
た
。
大
き
な
支
援
母
体

を
持
た
な
い
藤
枝
Ｍ
Ｙ
Ｆ
Ｃ
が
、

設
立
し
て
わ
ず
か
二
年
半
と
い
う

短
期
間
で
、
Ｊ
Ｆ
Ｌ
に
昇
格
で
き

て
、
選
手
に
も
応
援
し
て
い
た
だ

い
た
皆
さ
ん
に
も
感
謝
の
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

藤
枝
Ｍ
Ｙ
Ｆ
Ｃ
設
立
の
経
緯
は

　

小
学
生
の
時
、
メ
キ
シ
コ
の
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
感
動
し
て
立
て

た
目
標
が
、
将
来
日
本
サ
ッ
カ
ー

協
会
の
会
長
に
な
っ
て
日
本
の
サ

ッ
カ
ー
を
世
界
に
通
用
す
る
サ
ッ

カ
ー
に
し
た
い
と
い
う
も
の
で
し

た
。
大
学
の
時
、
怪
我
で
選
手
生

命
が
断
た
れ
、
そ
の
後
、
世
界
中

を
放
浪
し
て
い
た
時
、
日
本
と
い

う
国
に
生
ま
れ
た
こ
と
の
幸
運
に

感
謝
し
、
日
々
を
有
難
い
と
い
う

気
持
ち
で
過
ご
す
と
い
う
人
生
観

が
芽
生
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
新

し
い
価
値
を
生
み
出
す
仕
事
が
し

た
い
、
志
太
榛
原
を
再
び
サ
ッ
カ

ー
で
活
力
あ
る
地
域
に
し
た
い
と

思
い
、
設
立
し
ま
し
た
。

今
後
の
夢
を
聞
か
せ
て
下
さ
い
。

　

今
年
、
藤
枝
に
サ
ッ
カ
ー
が
生

ま
れ
て
八
十
七
年
に
な
る
ん
で
す
。

三
年
後
の
九
十
周
年
ま
で
に
Ｊ
２

に
昇
格
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ス
タ
ジ
ア
ム
の
問
題
な
ど
課
題
は

山
積
で
す
が
、
皆
様
の
協
力
を
得

て
、
一
歩
ず
つ
階
段
を
上
が
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
応

援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

焼
津
市
宗
髙
の
池
谷
街

道
沿
い
に
こ
の
碑
は
あ
り

ま
す
。そ
の
変
遷
は
、寺
子

屋
「
稀
之
館
」→
「
宗
高
学

校
」→
「
静
浜
村
立
静
浜
尋

常
小
学
校
」→
「
志
太
・
益

津
郡
高
等
小
学
校
静
浜
分

校
」→
「
静
浜
村
外
三
ケ
村

学
校
組
合
立
静
浜
高
等
小

学
校
」→
「
静
浜
村
外
二
ケ

村
学
校
組
合
立
静
浜
高
等
小
学

校
」と
変
遷
し
、明
治
四
十
一
年
、

改
正
小
学
校
令
に
よ
り
各
村
立

尋
常
小
学
校
に
高
等
科
が
併
設

さ
れ
、同
年
三
月
廃
校
と
な
り
ま

し
た
。

　

昭
和
十
五
年
、静
浜
高
等
小
学

校
に
学
ん
だ
有
志
が
、旧
校
地
の

永
久
貸
与
を
受
け
て
、こ
の
記
念

碑
は
、建
立
さ
れ
ま
し
た
。学
習

院
の
山
梨
勝
之
進
理
事
が
揮
毫

し
た
も
の
で
す
。昭
和
四
十
九
年

指
定
文
化
財
と
な
り
ま
し
た
。

常
設
館
に
衣
替
え
し
、
歌
舞
伎

の
上
演
は
一
時
中
止
さ
れ
ま
し

た
。
大
正
十
三
年
、
笹
野
甚
四

郎
の
弟
、
笹
野
雄
太
郎
が
中

心
と
な
り
、
吾
妻
座
を
改
築
し
、

広
島
に
あ
る
雄
太
郎
の
会
社
・

旭
産
業
の
「
旭
」
の
字
を
冠
し

た
「
旭
光
座
」
と
改
名
し
ま
し

た
。
完
成
し
た
旭
光
座
は
、
花

道
を
も
つ
東
海
道
屈
指
の
劇
場

▲旭光座外観

▲花道のある客席

▲映画のチラシ

人
を
繋
ぐ

志
太

静
浜
高
等
小
学
校
跡
碑

Ｊ
Ｆ
Ｌ
に
昇
格
、Ｊ
２
目
指
す

十
二
月
十
六
日
理
事
会
で
正
式
承
認

小
山
　
淳

藤
枝
Ｍ
Ｙ
Ｆ
Ｃ
代
表
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❼❼ 至
焼
津

至
焼
津

新
川
橋

新
川
橋 船玉浦神社船玉浦神社

浜通りのゲート浜通りのゲート

護信寺・弁天宮護信寺・弁天宮

小泉八雲滞在の家跡小泉八雲滞在の家跡

エンカ屋敷跡エンカ屋敷跡

常照寺常照寺

浪除八雲地蔵浪除八雲地蔵

山口翁感恩の碑山口翁感恩の碑

波除け堰跡と
排水小路
波除け堰跡と
排水小路

札の辻・庚申塚札の辻・庚申塚
御殿・松姫稲荷御殿・松姫稲荷

波除地蔵波除地蔵

旧南の御旅所旧南の御旅所

南の御旅所・旧堤防跡・
天皇御野立所
南の御旅所・旧堤防跡・
天皇御野立所

青峯山教会・
波除地蔵・

ヤマトタケル

青峯山教会・
波除地蔵・

ヤマトタケル

金刀比羅神社金刀比羅神社

船元小路船元小路

黒石川縁道黒石川縁道

田子乃橋の
地下道

田子乃橋の
地下道

北の御旅所北の御旅所 八雲諷詠之地碑八雲諷詠之地碑

堀
川
橋

堀
川
橋

万
世
橋

万
世
橋

昭
和
橋

昭
和
橋

ホ
テ
ル

駿
浦
亭

ホ
テ
ル

駿
浦
亭

江
川
橋

　（日
和
橋
）

江
川
橋

　（日
和
橋
）

中
橋
中
橋桜

橋
桜
橋

恵
比
寿
橋

恵
比
寿
橋

長
左
エ
門
橋

長
左
エ
門
橋

田
子
乃
橋

田
子
乃
橋

堀川
（黒石川）
堀川
（黒石川）

青峯遊園地青峯遊園地

青峯プール青峯プール

共
和
橋

共
和
橋

スーパー
田子重
スーパー
田子重

浜通りは、焼津の漁業・水産加工業の発祥の地とも言える場所です。かつては、浜と堤があり、
前後に川があり、島のようになっていました。そして現在でも、部分的ではありますが、昔の
面影と人情、そして数々の地域遺産を有している貴重な地域です。北浜通・城之腰・鰯ケ島の
三つの地区で構成され、両側に焼津港と小川港があり、両港で水揚げされたカツオやサバを販
売・加工する「さかなや」が集積したまちが、浜通りです。

出漁の安全祈願する
「出船参り」や無事寄港
すれば「お礼参り」が
習慣となっていました。

❶船玉浦神社

昭和25年には、現在
の９倍、１万1000人
余が住み、繁華街で
あった名残です。

❷浜通りのゲート

小泉八雲が滞在したこ
とから「八雲通り」とも
言われ、八雲諷詠之地
の碑が建っています。

❸八雲詠之地碑

船元小路は、船元が密集した
小路ですが、各家の土地が波
除のために高くなっています。

⓳船元小路

海上安全で名高い三
重の青峯山正福寺の
出張所で、明治後期
に勧進され、「あおみ
ねさん」として、北
の弁天様と合わせて
この地域の守り神と
なっています。境内
には、鰯ケ島の波除
地蔵やヤマトタケル
像等があります。

�青峯山教会・波除地蔵・ヤマトタケル

オーシャン道路沿いには、今でも各家々の前に作られた
石造りやコンクリートの堤防が残っています。

◆堤防あれこれ

堀川は、黒石川の支
流で江戸中期に運
河として掘られ、高
潮を逃がす放水路
でした。カモや鯉が
泳ぎ、青峯山教会裏
には木橋があります。

◆堀川（黒石川）風景　カモ・鯉・木橋

浜通りには、様々なも
のがあります。どぶ板
を敷き詰めた小路や法
被を描いたマンホール、
各家々には、地の神様、
飲食店壁面に描かれた
壁絵など、探しながら
散策してください。

◆浜通り点描　小路・地の神・石蔵・マンホール・壁絵

●小路の名前
Ⓐナンバン小路
Ⓑ二文小路／広小路
Ⓒナベヤの小路／タローサンの小路

Ⓓイチエモンサンの小路
Ⓔマルニの小路
Ⓕエビスの小路
Ⓖ横町広小路

Ⓗゴテン小路
Ⓘ角力小路
Ⓙダンク小路
Ⓚ会所小路

Ⓛ川端小路
Ⓜサカトモ小路
Ⓝ船元小路／オテンキ小路／学校小路
Ⓞ御休小路

Ⓟ新八小路
Ⓠ八右衛門小路
Ⓡ大井戸小路
Ⓢ楠屋小路

Ⓣ甚五小路
Ⓤカジヤ小路

取材協力／NPO法人浜の会
参考資料／浜通りの民俗

５年前にＮＰＯ法人浜の会が結成さ
れ、歴史文化を発信し、観光を振
興し、賑わいあるまちづくりが展開
され、まちを紹介する案内看板が
10ヶ所に設置されています。散策
しながら水産加工品などの買い物も
楽しめます。また、浜の会が発行し
ている「きてみてやいづ浜通り」は、
詳細な地図と解説があり、⓫の波除
け堰跡がある「ぬかや斎藤商店」で
無料で入手できます。

◆ＮＰＯ法人浜の会・案内看板

船の安全祈願・災害
除難を祈願して弁財天
を祀っています。10月
３日が例祭日です。

❹護信寺・弁天宮

滞在した山口乙吉の家
は、昭和43年、明治
村に移築され、碑だ
けが建っています。

❺小泉八雲滞在の家跡

ヤマトタケルが上陸した場所と伝えられ、
焼津荒祭りの時、特別な神事が行われます。

❻北の御旅所（オヤスミサン）

江戸時代に回船問屋
を営み、城之腰の名
主だった旧松村家の
屋敷跡です。

❼エンカ屋敷跡

小泉八雲が損傷した地
蔵を補修しようとしたた
め、八雲地蔵とも言わ
れ、別名咳止め地蔵とも。

❽浪除八雲地蔵

焼津の浜で網にかか
た一寸八分の魚藍観
音があります。新築さ
れ２月１日に落慶法要。

❾常照寺

明治期に堤防を作った
山口平右衛門の碑と昭
和期に堤防を改修した
髙見三郎の碑があります。

❿山口翁感恩の碑

田子乃橋から西の黒石川沿いは、緑道
として、柳や桜が植えられ、散策を楽
しめる道です。

⓰黒石川縁道

現在は駐車場となって
いますが、かつてはこ
こが焼津荒祭りの時
の南の御旅所でした。

⓱旧南の御旅所（オヤスミサン）

海上交通の守り神と
して祀られ、一般には
「こんぴらさん」と呼
ばれています。

⓲金刀比羅（ことひら）神社

昭和後期まで高潮･高波
が押し寄せたため、家
を守る堰と水を逃がす
小路が設けられました。

⓫波除け堰跡と排水小路

かつて高札が立ってい
たところであり、大き
な猿田彦命の像と波
除地蔵などがあります。

⓬札の辻・庚申塚

波除地蔵は、堤防の改
修など都度、場所を変え
て祀られてきました。案
内板のすぐ裏にあります。

⓭波除地蔵（安泰寺墓地）

かつて田中藩の御殿
があったと伝えられ、
松姫が病気静養をし
たといわれています。

⓮御殿・松姫稲荷

黒石川緑道に連結す
る川沿いの道に、こ
こだけ橋下をくぐれる
地下道になっています。

⓯田子乃橋の地下道

焼津・浜通りを歩こう

焼津荒祭りの時の南のお旅所が
移転し、その敷地内に昭和天皇
の「焼津巡幸記念碑」が建ってい
ます。明治後期に作られ、平成
12年に取り壊された「石造りの堤
防」と天皇が焼津港を天覧され
た「天皇御野立所」があります。

⓴南の御旅所（オヤスミサン）・旧堤防跡・天皇御野立所
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編集長後記月刊むるぶ編集部
〒426-0041　藤枝市高柳 1丁目18-23（共立アイコム内）054-635-4651 (共立アイコム内)

薮崎新聞店	 054-629-2002	
長倉新聞店	 054-629-1220
塩川新聞舗	 054-629-2055
土井新聞店	 054-622-0632
大井川新聞販売	 054-662-2211

江﨑新聞店	 054-641-0537	
薮崎新聞店・育伸社	 054-641-0053
いけたに新聞店	 054-643-1000
太田新聞店	 054-667-0117
共立アイコム・むるぶ	 054-635-4651

FM島田「情報ランチ」水曜12：30（76.5）
むるぶのバックナンバーは、藤枝市内の
図書館で閲覧できます。

プレゼント

１，クイズの答え
２，今月号で行ってみたいお店、食べてみたいもの
３，今月号で参考になった記事
４，テーマに取り上げてほしいもの
５，あなたの今年の目標は？
６，紹介してほしい「本」のジャンルを教えて下さい
７，ご希望のプレゼント券
８，その他ご意見、ご感想など。

◆ご応募について
１，ハガキ、ＦＡＸ、メールでお願いします。
２，あなたのお名前、郵便番号、ご住所、電話番号、

年代、職業を忘れずにご記入下さい。
３，当選者の発表は、プレゼントの発送をもって代

えさせて頂きますのでご了承下さい。
４，アンケートにもお答え下さい。
■先月の答えは いかるみ でした。
◆応募先
426-0041  藤枝市高柳1-18-23　㈱共立アイコム内
むるぶ編集部プレゼント係
ＦＡＸ ０５４－６３５－４５７６
メール murubu@kpnet.co.jp

◆締め切り　2月５日㈰
　　　　　   （当日消印有効）ＦＡＸ必着

旭光座になる直前の名前は？

〇 〇 座 （漢字２文字）

◆今月の記事からクイズ

　官製はがき（FAX・メール可）に答えをお書き頂き、
アンケートにもお答え頂ければ幸いです。正解者の中
から抽選で、藤枝シネ・プレーゴの「映画招待券
（3D不可）」、または「島田蓬莱の湯入浴券」を
プレゼントします。ご応募をお待ちしています。

* プレゼントの応募を通じてお客様からご提供いただきました個人情
報は、本プレゼントの運営及びむるぶからのお知らせ等の目的以外
で使用することはありません。

映画招待券

ご入浴券

先月の地名特集は、多くの皆様から御支持を頂きました。「利
右衛門」の読みは「りうえもん」ではないかというご質問を
頂きました。「りうえもん」という言い方もあり、どちらも使
われているようですが、地名辞典や行政地名としては「りえ
もん」で統一されているということでした。その他の地名に
ついても実際には、言いやすい読み方で使われているもの
が多いようです。（小嶋良之）

ホームページも
ごらん下さい。

国道1号線

旧道

杉本モータース
●●東海ガス

●
高
木
種
苗
店

★

藤枝　　
市役所●

藤枝商工
会議所●

●パチンコ

当店

営業時間／AM8:30～PM7:00　定休日／日曜日・祝日
駐車場／隣に4台分、道路を挟んで向かい側に1台ございます。

ほんまち薬局
藤枝市藤枝5-6-35  千歳商店街
☎054-644-5829

http://honnmachi.com/http://honnmachi.com/

ひどいときには「フラーリンA」
の併用をお薦めします。
フラーリンA 90錠…1,470円

　300錠…3,885円

眠くならない、のどが渇かない鼻炎薬眠くならない、のどが渇かない鼻炎薬眠くならない、のどが渇かない鼻炎薬

身体に優しく、
　早く効く！

身体に優しく、
　早く効く！
発症が遅くなる
または、軽い症状で過ごせます。
受験生や試験中の方にも
人気があります。
・眠くなりにくい・のどが渇かない
・だるくならない　そしてよく効く
・眠くなりにくい・のどが渇かない
・だるくならない　そしてよく効く

ホノビエン錠ホノビエン錠 36錠…1,260円
90錠…2,520円

かなりお得な 300錠…4,725円

読者アンケートのご紹介読者アンケートのご紹介
読者コーナー読者コーナー あなたの気になる

藤枝・焼津の珍百景

あなたの気になる

藤枝・焼津の珍百景
・静浜航空自衛隊基地近くの真っ赤なラーメン店
・たこ公園（たこの形のスベリ台）　　　　　
・横内地区の屋号の表札　　　　　　　　
・堀之内の赤坂橋近くの「歩行者専用」の看板
・指が６本ある女性の絵が描かれている美容院
・高草山のクリスマスツリー　
・焼津市田尻にある｛ん｝という店　　
・葉梨川、鬼島付近からの朝日の昇る所　
・不動峡の石造りのリッパな橋？　　
・岡部の神（みわ）神社の三つ鳥居　
・カーテンの王国近くの旧東海道の松並木
・大井川西小の時計台、赤門
・岡部の役場にある大きな五智如来像
・瀬戸ノ谷の峠にある大きなクリスマスツリー
・１２月に高草山で咲いている２本の桜
・横内橋横のあげんだい
・西焼津駅近くの道路沿いのカッパの置き物

テーマに取り上げて

ほしいもの

テーマに取り上げて

ほしいもの
・志太地区の温泉特集　　　　　　　
・干支（辰）にまつわる話題　　　
・志太地区のパワースポット　　　　　
・お正月太り解消のヘルシー料理のお店
・スイーツマップ・スイーツの店　　　　　　
・男、または女1人でも入れる食事処
・洋食屋さんのランチ特集
・バイキングや食べ放題のお店
・冬の簡単美味しい鍋
・野菜を使ったお菓子レシピ
・新鮮野菜の＜朝市特集＞！！
・志太の銘酒あれこれ
・土産に持って行くならこれ！の特集
・志太に伝わる季節の行事、風習
・志太地区神社仏閣めぐり
・美容に関しての情報（化粧品、エステ等）
・お手軽ダイエット方法

昨年を漢字で
表してください。
昨年を漢字で
表してください。

今年を漢字で
表してください。
今年を漢字で
表してください。

・絆（２１）　
・災（７）
・悲（５）
・災害（３）
・動（３）
・災難（２）
・天災（２）
・忍（２）
・震災（２）
・震（２）
・驚（２）
・健康（２）
・縁（２）
・人災
・結

・乱
・希望
・受難
・苛　　
・凶
・縁
・苦
・愛
・隣組
・仲間
・苦震
・変
・光
・復興
・水

・穏
・震
・辛
・落
・原点
・心
・温
・耐
・教訓
・蓄
・地震
・忙
・震災
・被災

・希望（１３）
・明（９）
・復興（６）
・元気（４）
・喜（３）
・進（３）
・再生（３）
・夢（２）
・笑（２）
・幸（２）
・福（２）
・歩
・結束　
・融和
・光

・幸福
・辰
・前進
・平
・未
・楽
・忙
・克
・力
・笑
・健康
・安心
・生
・未来
・翔

・翔
・穏
・達成
・安定
・虎
・興
・望
・堅実
・笑顔
・充実
・新
・愛



外　科

内　科
・
小児科

9:00～17:00

9:00～17:00

眼　科

耳鼻科

その他

歯　科

9:00～17:00

9:00～17:00

9:00～17:00

9:00～12:00

２月の休日緊急医
5日（日） 11日（祝） 12日（日） 5日（日） 11日（祝）

藤枝南クリニック
（前島二）

☎634･0210

高松整形外科
（岡出山三）
☎643･2378

敬天堂医院
（岡出山一）
☎641･1723

はまべ整形外科
（上藪田）

☎648･1500

錦野クリニック
（青葉町二）
☎636･5000

〈内〉秋好医院
（大洲三）

☎635･7565

〈内〉岩田クリニック
（焼津市宗高）

☎662･2311

〈小〉すずき小児科医院
（青葉町五）
☎636･3360

〈内・小〉たきいクリニック
（焼津市相川）
☎622･8525

〈内〉錦野クリニック
（青葉町二）
☎636･5000

〈小〉田熊こどもクリ
ニック（瀬古二）

☎647･5225

〈内〉大井医院
（高洲）

☎635･2088

〈内〉黒川医院
（瀬戸新屋）
☎644･1084

〈内〉ひろせクリニック
（駅前二）

☎641･0689
〈内〉八木医院

（本郷）
☎639･0009

〈内〉西山クリニック
（平島）

☎646･3003

〈内・小〉三輪医院
（岡部町内谷）
☎667･3000

19日（日） 26日（日） 12日（日） 19日（日） 26日（日）
きむら眼科

（焼津市上新田）
☎622･5811

藤枝眼科クリニック
（青木二）

☎647･7770
藤枝診療所

（高洲）
☎635･8749

吉田耳鼻咽喉科医院
（焼津市下小田）

☎623･1187

ふじえだ耳鼻咽喉科
クリニック（上藪田）

☎648･1000

やいづ６丁目耳鼻咽
喉科（焼津市焼津六）

☎620･6001

たなか耳鼻科
（焼津市小柳津）
☎ 621･5888

〈産・婦〉鈴木レディース
クリニック（大洲四）

☎636･5511
竹中歯科医院
（高洲一）

☎636･6777

桜デンタルクリニック
（平島）

☎643･1188

二宮歯科医院
（岡部町内谷）
☎667･0145

服部歯科医院
（音羽町三）
☎644･2256

注）当番医が変更になる場合があります。
当日、電話確認の上、お出掛け下さい。
※焼津市の耳鼻科は午前8:30～

パール歯科医院
（大東町）

☎636･1253

〈内〉敬天堂医院
（岡出山一）
☎641･1723

〈内〉井澤内科クリニ
ック（本町二）
☎644･5566

〈内・小〉三倉医院
（五十海四）
☎644･1235

054-644-0099 ところ/瀬戸新屋362-1　診療科目/内科・小児科
　　診療時間/月～木19:30～22:00　金・土・日/19：

30～翌7：00（2月3日㈮・10日㈮・17日㈮・24日㈮の22：00～翌7：00は小児科のみ）


